
（
十
）
寶
泉
寺
（
神
辺
町
徳
田
） 

福
塩
線
湯
田
村
駅
の
北
側
に
隣
接
し
て
建
つ
高
野
山
真
言
宗
準
別
格
本
山
の
お
寺
で
あ
る
。 

乘
如
（
じ
ょ
う
に
ょ
）
上
人
の
残
し
た
書
「
龜
居
山
觀
音
院
寶
泉
寺
縁
由
実
記
」
に
よ
る
と 

天
長
年
中
（
九
世
紀
前
半
）
の
創
建
で
、
そ
の
後
い
つ
の
頃
か
廃
寺
と
な
る
。
西
安
～
観
応 

年
間
（
一
二
九
九
～
一
三
五
一
）
の
頃
、
宥
鍰
（
ゆ
う
か
ん
）
上
人
が
廃
寺
を
興
し
て
自
ら 

住
持
す
る
が
、
そ
の
後
、
若
干
の
年
月
で
再
び
荒
れ
て
し
ま
っ
た
。 

元
禄
年
中
（
一
六
九
〇
年
代
）
に
宥
辨
（
ゆ
う
べ
ん
）
上
人
が
再
建
に
尽
く
し
、
中
興
の
祖
（
現
在
は
こ
こ
を
一
世
と 

す
る
）
と
な
る
が
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
火
災
で
こ
と
ご
と
く
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
て 

い
る
。 

そ
の
後
、
代
々
住
職
が
復
興
に
努
め
、
九
世
觀
如
（
か
ん
に
ょ
）
上
人
の
時
、
度
々
み
ま
わ
れ
る
洪
水
対
策
と
し
て
、 

徳
永
徳
右
衛
門
の
援
助
で
盛
り
土
を
し
た
本
堂
の
改
築
が
行
わ
れ
、
十
二
世
乗
如
（
じ
ょ
う
に
ょ
） 

上
人
に
よ
っ
て
室
内
の
再
整
備
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
乘
如
上
人
は
高
野
山
正
智
院
よ
り
壁
画 

を
移
し
堂
壁
に
貼
り
、
さ
ら
に
備
中
国
鴨
方
の
画
家
田
中
索
我
（
さ
く
が
）
に
山
水
人
物
な
ど
を 

各
室
の
襖
や
杉
戸
に
描
か
せ
る
な
ど
、
そ
の
華
麗
さ
に
人
々
は
こ
こ
を
「
雛
御
殿
（
ひ
な
ご
て
ん
）」 

と
呼
ん
だ
そ
う
あ
る
。
そ
れ
ら
を
経
て
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
再
建
の
成
就
を
な
し
た
」
と
あ 

る
。 

 一 

「
送
惠
充
上
人
之
高
野
山 

録
舊
作
」 

 

惠
充
上
人
の
高
野
山
に
之
（
ゆ
）
く
を
送
る 

旧
作
を
録
（
し
る
）
す 
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夕
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舎
詩 

後
編 

巻
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

夙
願
君
業
進 

 
 

夙
（
つ
と
）
に
願
う
君
が
業
（
ぎ
ょ
う
）
の
進
（
す
す
）
ま
ん
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

今
恨
君
學
成 

 
 

今
恨
（
う
ら
）
む 

君 

学
の
成
（
な
）
る
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

學
成
何
所
恨 

 
 

学
成
（
な
）
る
は
何
の
恨
む
所
ぞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

遠
近
人
爭
迎 

 
 

遠
近
人
争
い
迎
え
て 

 
 
 

妙
選
竟
難
辭 

 
 

妙
選
（
み
ょ
う
せ
ん
）
竟
（
つ
い
）
に
辞
（
じ
）
し
難
（
が
た
）
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

抛
此
白
社
盟 

 
 

此
の
白
社
（
は
く
し
ゃ
）
の
盟
を
抛
（
な
げ
う
）
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

迢
遞
鼎
臺
遠 

 
 

迢
遞
（
し
ょ
う
て
い
）
た
り
鼎
台
（
て
い
だ
い
）
遠
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

蒼
茫
薇
海
横 

 
 

蒼
茫
（
そ
う
ぼ
う
）
た
り 

薇
海
（
び
か
い
）
横
た
わ
る 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

別
離
老
愈
難 

 
 

別
離
老
い
て
愈
（
い
よ
い
よ
）
難
（
か
た
）
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

此
行
轉
愴
情 

 
 

此
の
行
（
ぎ
ょ
う
） 

転
（
う
た
）
た
情
け
を
愴
（
い
た
）
ま
し
む 

 
 

惠
充
上
人
～
寶
泉
寺
十
二
世
住
職
（
後
述
参
照
） 

妙
選~

念
入
り
に
選
ぶ 

 

白
社
～
清
い
仲
間 

 
 

迢
遞
～
遠
く
へ
だ
て
る
こ
と
、
遠
い
さ
ま 

鼎
臺~

高
野
山 

 

蒼
茫
～
見
渡
す
限
り
青
々
と
し
て
広
い
さ
ま 

 

薇
海
～
瀬
戸
内
海 

（
大
意
） 

か
ね
て
か
ら
君
の
大
成
を
願
っ
て
い
た
が
、
今
こ
う
し
て
君
が 

学
問
を
成
就
し
た
こ
と
を
恨
め
し
く
思
う
。 

学
問
を
成
就
さ
せ
た
こ
と
の
何
を
恨
め
し
く
思
う
の
か
と
い
え
ば
、 

遠
近
の
人
々
は
、
み
な
競
っ
て
君
を
迎
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
、
よ
く
吟
味
し
て
わ
が
身
の
ふ
り
か
た
を
選
択
し
よ
う
に
も
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

君
は
つ
い
に
断
れ
な
い
立
場
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。 

こ
の
郷
里
で
の
契
り
を
な
げ
う
っ
て
君
は
は
る
か
高
野
山
へ
と
登
っ
て 



い
っ
て
し
ま
い
、
青
く
広
々
と
し
た
瀬
戸
内
海
が
横
た
わ
る
ば
か
り
だ
。 

年
老
い
れ
ば
ま
す
ま
す
別
れ
が
つ
ら
く
、
こ
の
旅
立
ち
は
私
の
心
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（
情
景
） 

学
芸
の
友
、
人
生
の
友
、
親
友
を
高
野
山
に
送
り
出
す
友
情
の
五
言
十
句
。
友
の
大
成
を
願
う
期
待 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

と
残
さ
れ
る
者
の
寂
し
さ
。
往
け
よ
、
往
く
な
。
こ
の
心
情
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
ぶ
ち
ま
け
た
と
こ
ろ
に 

却
っ
て
真
情
が
み
え
る 

先
述
の
漢
詩
は
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
福
山
藩
家
老
内
藤
景
充
宅
で
、 

高
野
山
に
登
る
惠
充
上
人
の
送
別
会
の
詩
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
詠
ま
れ
た
詩
で
は
な
い
か
と
言 

わ
れ
て
い
る
。 

茶
山
が
交
流
し
た
神
辺
の
僧
侶
に
は
、
惠
充
上
人
の
他
、
嶺
松
上
人
（
光
蓮
寺
）
大
空
上
人
（
遍
照
寺
） 

如
実
上
人
（
国
分
寺
）
が
あ
る
。
他
に
も
龍
泉
寺
、
西
福
寺
、
東
福
院
、
寒
水
寺
に
も
足
繁
く
通
っ
て
詩 

を
詠
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 

二
「
雨
日
同
充
上
人
賦
分
烟
字 

時
上
人
將
之
阿
州
」 

 
 

集
外 

 

 

新
泥
滑
々
雨
綿
々 

 
 

新
泥
（
し
ん
で
い
）
滑
々
（
か
っ
か
っ
）
た
り 

雨
綿
々
（
め
ん
め
ん
）
た
り 

 

弱
柳
嬌
花
春
正
妍 

 
 

弱
柳
（
じ
ゃ
く
り
ゅ
う
）
嬌
花 

 

春
正
（
ま
さ
に
）
妍
（
け
ん
）
な
り 

 

載
酒
誰
尋
生
白
室 

 
 

酒
を
載
せ
て 

誰
か
尋
ね
ん 
生
白
（
し
ょ
う
は
く
）
の
室 

 

臥
痾
虚
渡
踏
青
天 

 
 

痾
（
あ
）
に
臥
し
て
虚
し
く
渡
る 
踏
青
（
と
う
せ
い
）
の
天 

 

雉
雊
屋
外
山
含
晩 

 
 

雉
（
き
じ
）
屋
外
に
雊
（
な
）
い
て 
山
は
晩
（
く
れ
）
を
含
み 

 

市
散
橋
頭
竹
罩
烟 

 
 

市
散
じ
て
橋
頭
（
き
ょ
う
と
う
） 

竹 
烟
を
罩
（
こ
）
む 

 

明
日
渡
杯
滄
海
遠 

 
 

明
日
渡
杯
（
と
は
い
）
滄
海
（
そ
う
か
い
）
遠
く 

 

自
知
三
徑
轉
蕭
然 

 
 

自
ら
知
る 

三
徑
（
け
い
） 

轉
（
う
た
た
）
に
蕭
然
（
し
ょ
う
ぜ
ん
）
た
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

充
上
人
～
恵
充
上
人 

 

阿
州
～
阿
波
の
国 

妍
～
美
し
い 
 

新
泥
滑
々
～
雨
で
道
が
ぬ
か
る
む
さ
ま 

 
 
 
 
 
 
 

綿
々
～
し
と
し
と
降
る 

生
白
室
～
茶
山
の
居
宅 

 

踏
青
天
～
春
の
青
草
を
踏
ん
で
い
く
。
最
も
よ
い
時
節 

雊
～
鳴
く 

 

含
晩
～
夕
暮
の
色
が
忍
び
寄
る 

 

罩
烟
～
夕
靄
が
た
ち
こ
め
る 

 
 
 
 
 
 
 

渡
杯~

船
で
海
を
渡
る
。
杯
は
杯
の
よ
う
な
小
舟 
 

三
徑
～
小
径 

 

蕭
然
～
も
の
が
な
し
い 

 
 
 
 
 
 

（
大
意
） 

し
と
し
と
と
降
る
雨
に
道
は
ぬ
か
る
み
、
た
お
や
か
な
柳
、
あ
で
や
か
な
花
と
春
の
美
し
い
季 

節
だ
。
誰
か
こ
の
俗
離
れ
し
た
自
分
の
室
に
、
酒
を
さ
げ
て
来
な
い
も
の
か
。
病
に
伏
し
て
春
の
好
季 

を
空
し
く
過
ご
す
こ
と
だ
。
雉
は
屋
外
で
鳴
い
て
、
山
は
夕
暮
れ
が
忍
び
寄
り
、
市
の
賑
わ
い
は 

終
わ
っ
て
、
竹
藪
は
夕
靄
が
立
ち
込
め
て
い
る
。
折
よ
く
訪
ね
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い 

が
、
あ
な
た
は
、
明
日
こ
の
悪
天
候
を
お
し
て
は
る
ば
る
海
を
渡
っ
て
、
阿
波
に
行
か
れ
る
と
の
事
。 

せ
め
て
、
門
ま
で
送
っ
て
出
て
、
庭
先
の
小
径
に
立
っ
て
見
送
る
こ
の
寂
し
さ
は
や
る
せ
な
い
こ
と
だ 

 

三
「
除
日
小
集
招
惠
充
上
人
」 

除
日 

小
集
に
惠
充
上
人
を
招
く 
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會
者
岩
子
秩
高
島
百
穀
牧
千
里
向
文
二
讃
岐
人
松
下
成
叔
播
磨
人
鷦
鷯
大
卿
備
中
人
小
早
川
景
汲
備
後
人 

  
 

會
計
家
家
期
歳
杪 

 
 

会
計
は
家
々
（
か
か
）
歳
杪
を
期
す 

 
 

催
科
討
帳
人
奔
擾 

 
 

催
科
（
さ
い
か
）
討
帳
（
と
う
ち
ょ
う
） 

人
々
奔
（
は
し
）
り
擾
（
さ
わ
）
ぐ 

 
 

算
還
詩
債
愧
無
才 

 
 

詩
債
（
し
さ
い
）
を
算
へ
還
す
に 

才
の
無
き
を
愧
（
は
じ
）
る 

 
 

招
得
巳
公
論
下
掃 

 
 

巳
公
（
し
こ
う
）
を
招
き
得
て 

下
掃
を
論
ず 



 
 
 

除
日
～
大
晦
日 

科
～
税
な
ど
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の 

愧
る
～
は
ず
か
し
く
思
う 

討
帳
～
帳
面
を
調
べ
る 

己
公
～
杜
甫
の
友
人
、
こ
こ
で
は
恵
充
上
人
を
指
す 

下
掃
～
憂
い
を
除
く 

論
～
か
た
る 

 

（
大
意
） 

一
年
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
家
々
で
は
、
大
晦
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
税
な
ど
割
り
当
て 

ら
れ
た
も
の
を
催
促
し
た
り
帳
面
を
調
べ
た
り
し
て
、
掛
け
取
り
に
走
り
回
っ
て
い
る
。
（
茶
山
は
）
詩
の
債 

（
借
銭
）
を
勘
定
し
て
か
え
す
の
に
、
才
の
拙
い
こ
と
を
恥
じ
る
ば
か
り
だ
。
杜
甫
が
巳
公
に
頼
ん
だ
よ
う
に
、 

私
も
恵
充
上
人
を
招
い
て
憂
い
を
除
く
た
め
に
語
り
合
い
た
い
も
の
だ
。 

 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】 

乘
如
（
惠
充
）
上
人
に
つ
い
て 

（
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）、
備
後
国
安
那
郡
徳
田
村
に
生
ま
れ
る
。
名
を
乗
如
、
惠
（
慧
）
充
・
丹
崖
と
号
す
。
明
和 

八
年
（
一
七
七
一
）、 

十
三
歳
で
真
言
宗
寶
泉
寺
（
ほ
う
せ
ん
じ
）
へ
入
る
。
住
持
観
如
上
人
に
従
っ
て
剃
髪
、
傍
ら 

茶
山
に
経
史
、
詩
書
を
学
ん
だ
。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）、
高
野
山
に
登
り
、
寶
性
院
門
主
兼
正
智
院
住
職
の
覚
道
法 

印
の
愛
顧
を
受
け
る
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
、
郷
里
の
観
如
上
人
入
寂
を
う
け
て
寶
泉
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。 

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）、
四
一
歳
で
再
び
高
野
山
へ
入
り
、
そ
の
聖
善 

 
 
 
 
 

院
の
住
職
と
な
り
、
や
が
て
正
智
院
に
転
住
、
文
化
十
一
年
〈
一
八
一
四
〉、 

 

五
十
六
歳
で
碩
学
に
推
挙
さ
れ
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
、
寶
性
院
門
主 

と
な
り
、
師
覚
道
法
印
の
後
を
継
ぐ
。
天
保
六
年
〈
一
八
三
五
〉
没
す
る
。 

近
年
、
襖
の
裏
紙
か
ら
書
簡
や
漢
詩
、
和
歌
が
四
十
一
点
が
発
見
さ
れ
た
。 

そ
の
中
に
は
茶
山
や
菅
恥
庵
か
ら
の
書
簡
を
は
じ
め
内
藤
景
充
、
山
室
箕
山 

な
ど
福
山
藩
の
重
役
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

茶
山
日
記
に
、
茶
山
の
二
度
目
の
江
戸
行
き
の
文
化
十
一
年
九
月
か
ら 

十
二
月
に
か
け
て
、
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
惠
充
上
人
と
数
回
会
し
て
い
る
。
そ
の
際
「
書
、
酒
、
茶
、
塩
漬
け
の 

松
茸
を
恵
む
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
か
ら
帰
っ
た
後
に
も
、
書
や
氷
豆
腐
（
高
野
豆
腐
）
等
の
贈
り
物 

を
受
け
取
っ
て
い
る
。
師
弟
で
も
あ
り
、
友
人
で
も
会
っ
た
二
人
の
会
話
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 

寶
泉
寺
・
乗
如
上
人
に
つ
い
て
は
「
菅
茶
山
と
ゆ
か
り
の
人
々
」（
菅
茶
山
記
念
館
発
行
）
に
も
詳
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】 

天
明
の
一
揆
と
徳
永
徳
右
衛
門
に
つ
い
て 

 

 
 
 
 
 

門
前
に
石
碑
「
天
明
之
義
民
」
が
建
っ
て
い
る
。
福
山
藩
で
起
き
た
義
民
の
顕
彰
碑
で
あ
る
。
長
雨
や
洪
水
等
に
よ
る 

「
天
明
の
飢
饉
」
の
中
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
藩
の
厳
し
い
税
の
取
り
た
て
に
耐
え
か
ね
た
農
民
数
万
人
が
決
起
し
て 

始
ま
っ
た
。
芦
田
川
一
帯
で
篝
火
を
た
き
、
年
貢
の
減
免
や
お
助
け
米
の
支
給
な
ど
を
要
求
。
藩
は
稗
六
千
石
の
購
入
代 

金
の
貸
付
を
約
し
、
一
揆
は
解
散
す
る
。
し
か
し
、
藩
は
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
の
で
、
再
び
一
揆
が 

起
き
る
。
こ
の
一
揆
で
百
姓
た
ち
の
願
い
条
を
差
し
出
し
た
の
が
、
徳
田
村
庄
屋
の
徳
永 

徳
右
衛
門
ら
で
あ
る
。
徳
永
徳
右
衛
門
は
農
民
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
農
民
の
窮
状
を 

よ
く
知
っ
て
い
た
。
当
時
、
一
揆
の
首
謀
者
に
は
厳
し
い
処
置
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、 

こ
の
天
明
一
揆
は
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
と
い
う
全
国
的
に
も
特
筆
さ
れ
る
一
揆
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＊ 

茶
山
は
農
民
た
ち
の
暮
ら
し
や
困
窮
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
は
後
日
に
回
し
た
い
。 

幕
政
・
藩
政
批
判
の
詩
に
つ
い
て
は
先
輩
た
ち
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

顕
彰
会
で
も
、
西
原
千
代
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催
し
て
お
り
、
講
演
を
記
録
し
た 

「
菅
茶
山
の
政
治
批
判
詩
に
つ
い
て
」
を
出
版
し
て
い
る
（
二
〇
〇
八
年
五
月
発
行
） 
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